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わが子が学校に行けなくなったとき、先の見えない不安を感じる保護
者は少なくない。学びのこと、人との関係を築くこと、進路や将来の
こと。考え始めるほどに、「このままで大丈夫なのだろうか」という思
いが膨らんでいく。そうした不安と、どう付き合えばよいのだろうか。
自身も中学生の頃に不登校を経験し、その後は『不登校新聞』の編
集長として、現在は不登校ジャーナリストとして、長く不登校の当事者
や保護者の声を聞き、情報を届け続けてきた石井しこうさんは、「学
校に行けないことだけで、人生は決まらない」と語る。不登校の時
間の中で、親子が追い詰められないための視点を石井さんに聞いた。
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石井 しこうさん

1982年東京生まれ。中2から不登校となりフリー
スクールへ。19歳からNPOで当事者・親ら400
人超を取材し、樹木希林氏、小熊英二氏など識
者にも取材。現在は講演・取材に加え「不登校
生動画甲子園」「卒業式をもう一度」などを運営。
Yahoo!ニュース個人で月間MVA2回受賞。著書・
共著など11冊。

不登校ジャーナリスト

̶̶石井さんは不登校ジャーナリストと
して、取材活動をはじめ、不登校に関
する情報をさまざまな形で発信し、届
ける活動をされていますね。

はい。講演やドラマの監修、不登校
に関するメディアへの助言などを通し
て、情報を届ける活動をしています。
最近では、不登校の子どもを支える保
護者が使える制度についても整理して
発信しています。
不登校は、ある日突然始まることが多
いものです。理由がはっきりしないまま
子どもの体調が悪くなり、保護者も仕
事を抱えながら、学校や相談先とのや
り取りに追われていく。働きながら必
要な情報を取りに行くこと自体が難し
いんですよね。だからこそ、保護者が
必要な情報にたどり着けるようにする
ことは、とても大切だと感じています。

̶̶石井さんが不登校に関する情報発
信を続けている原点には、どのような
思いがあるのでしょうか？

やはり、自分自身が不登校になった経
験が大きいです。私自身は中学2年生
の冬に不登校になったのですが、遡れ
ば、小学5年生から始まった中学受験
の経験がきっかけの一つになっていた
ように思います。ハードな受験勉強や
受験の失敗を通して、「勉強ができな
い自分のような人間には価値がない」
と感じてしまったんです。その後、中
学校に入ってからも次第に学校生活が
合わなくなり、学校に行けなくなって
いきました。
当時は情報が本当に少なく、学校に行
かなくなることは、先が全く見えない、
暗闇の中に入ってしまったように感じる
ものでした。ただ私は、不登校になる
前に、「フリースクールという場所があ
る」ということをたまたま知っていたん
です。だから、自分が学校に行けなく
なったときに「じゃあ、そこに行こう」
と思えた。その情報が、一筋の光のよ
うに見えたんです。
たった一つの情報に救われることがあ
る。そうした実感が、私の原体験にあ

ります。だから今も、不登校に関する
情報を届け続けています。

̶̶石井さんは、不登校という状態を
どのように捉えていますか？

不登校は、学校と子どもがミスマッチ
を起こしている状態だと思います。全
ての子どもが今の学校の形に合う、と
いう前提そのものが幻想なのではない
でしょうか。学校に行けないことを「子
どもが悪い」「親の育て方が悪い」と
捉えるのではなく、その子にとって今
の環境が合っていないのかもしれない
と考えることが大切です。学校に戻す
ことだけを目的にするのではなく、そ
の子が安心できる場所、学べる場所、
人とつながれる場所を見つけていく必
要があると思います。

̶̶不登校になることで、子どもには
どのような困りごとが起こりやすいので
しょうか？

一番大きいのは、コンプレックスや劣
等感だと思います。学校に行けていな
いことで、「自分は人より劣っているの
ではないか」と感じてしまう。周りから
もそう見られているように感じ、自分を
否定する理由にしてしまうんです。
人間は、学校に行っていても行ってい
なくても、うまくいかないことがたくさ
んあります。でも、そのたびに「自分
が学校に行っていないからだ」「自分
の人格や能力に問題があるからだ」と
結びつけてしまうと、あらゆることが失
敗経験になってしまいます。学力や社
会性、協調性といったものは、学校以
外の場所でも十分に学べます。けれど
も、「学校に行っていないとだめだ」と
いう見方があることで、自分を根拠な
く否定できてしまう。そのコンプレック
スこそが、不登校の大きな苦しさにつ
ながっているのだと思います。

̶̶学校に行っていないと、学力や社
会性が身につかないのではないかと心
配する保護者も多いと思います。

その心配はよく聞きます。でも、実際
には学校以外でも学べることはたくさ
んあります。私自身、フリースクール
に通っていた人たちの同窓会で、不登
校から20年、30年経った人たちと話す
機会がありますが、そこでよく出てくる
のは「思っていたほど苦労しなかった」
という言葉です。
もちろん、苦労が全くないわけではあ
りません。就職の入り口で、学歴や経
歴をどう捉えられるかによって苦労する
人もいます。一方で、小中学校の不登
校経験は履歴書に書くものではないの
で、影響がなかったという人もたくさ
んいます。学校に行っていなかった経
験を自分の言葉で語れるようになると、
それがむしろ強みとして働くこともあ
る。だから、不登校がその後の人生に
一律にマイナスになるとは言えません。

̶̶学校以外の場所での学びは、ど
のように育まれていくのでしょうか？

フリースクールなどでよく実践されてい
るのは、本人の興味から学びを広げて
いく方法です。学校では、あらかじめ
指導計画があり、「何を学んでもらうか」
が決められています。一方でフリース
クールでは、本人が楽しく過ごす中で
何を学び、どのように成長しているのか
をスタッフが見つけ、支えていくことが
多いんです。「何をインストールするか」
ではなく、「何がインストールされたの
か」を見る。そんな感覚に近いと思い
ます。だからこそ、生活の中で学んだ
ことに気づき、自覚していくことが大事
な学びになるのです。
例えば料理もそうです。精神的に苦しい
ときは、クッキーやパンづくりのように、
分量や手順がきっちり決まった作業の方
が安心して取り組めることがあります。
でも元気になってくると、お好み焼き
のように、分量も焼き方もある程度「適
当」で大丈夫なものも作れるようにな

る。誰かが「これ食べない」と言えば、
別の人に分ければいい。そうやって
「まあまあ、このくらいで大丈夫」と思
えるようになることは、精神的な成熟
でもあります。正解が一つではない中
で、状況に合わせて調整したり、人と
相談しながら進めたりできるようにな
る。そうした力は、学校以外の場でも
育まれているのだと思います。
実は社会に出ると、そうした力がとて
も大切になります。仕事では、誰も正
解を知らない中でプロジェクトが始まる
ことがたくさんありますよね。不登校や
フリースクールの中で学んだことの方
が、社会に出てから役に立ったと感じ
ることもあるんです。

̶̶子どもが不登校になったとき、保
護者にとって一番大きな苦しさは何だと
思いますか？

保護者にとって大きいのは、「不安」
ではないでしょうか。「この子はこの先
どうなってしまうのだろうか」という不
安が、重くのしかかってくる。しかも、
それを自分の責任のように感じてしまう
んです。子どもが「学校に行きたくな
い」と言ったときに、親が「分かった」
と受け止めた。その一言が、不登校を
確定させてしまったのではないか、引
きこもらせてしまったのではないかと考
えてしまう方もいます。
でも、私自身が不登校を経験して学ん
だことの一つは、「不安は解決できな

い」ということです。不安は、どこま
でいっても想像です。「この子はこの先
困るのではないか」と思っても、まだ
実際には困っていない。実体がないも
のを解決しようとすると、不安は後か
ら後から追いかけてきて、自分を巻き
取ってしまいます。
一方で、ピンチは解決できます。友達
とけんかした。勉強を始めようと思った
けれど学力が足りなかった。そういう
具体的な困りごとが起きたときには、
対処できます。困る前に、困るであろ
うことを先取りしてつぶそうとしても、
準備したことがそのまま役に立つとは
限りません。ピンチは来てから考えて
も、遅くないことがたくさんあるのです。

̶̶とはいえ、やはり子どものことが
心配なのが親というものです。心配か
ら生まれる不安と、どう付き合えばよい
ですか？

まず、自分を責めないことです。私た
ちが生きてきた学校のシステムには、
将来必要になるかもしれないことを先
取りして学ぶ面があります。だから、保
護者が子どもの未来を先取りして不安
になるのは、ある意味自然なことでも
あります。その上で、不安に飲み込ま
れないためにできることは3つあります。
1つ目は、情報を得ること。憶測だけ
で動かないことです。登校していなくて
も、家庭や学校以外の場で学び、大
人になっている人はたくさんいます。

そうした事実を知るだけでも、見通し
は変わります。
2つ目は、同じような立場の仲間に出
会うこと。一人で抱えていると、どうし
ても行き詰まります。学校の先生やカ
ウンセラーには言いにくい、日々の小
さな揺れをこぼせる相手が必要です。
3つ目は、子どもの姿を見ない時間を
つくることです。不安になると、親は
ずっと子どもを見てしまいます。でも、
子どもが休んでいる時期はじっくり休息
を取らせる必要があります。元気に
なって遊べるようになると、今度は「学
校に行かずに遊んでいる」と親がイラ
イラしてしまうこともある。そんなとき
は、自分の用事をつくって外に出る、
短時間でも別の部屋に行くなどして子
どもと少し距離を置くことも、不安と付
き合うためには大切です。

̶̶不登校の初期には、子どもにどの
ような関わりが必要なのでしょうか？

最初の頃は、とにかく休息が大事です。
不登校になり始めた時期の子どもは不
安が強く、うつ病に近いような状態に
なることもあります。その時期に、少し
でも学校との接点をつくろう、学校に
行かせようと働きかけすぎると、なか
なか回復できません。
子どもは信じられないくらいたくさん寝
ることがありますが、それだけ疲れて
いたということです。まずは、思い切っ
て休ませる。そして、できれば勉強で
はなく、たくさん遊べること。ゲームや
YouTubeでもいい。遊ぶ中で、「人生
は楽しい」と感じられることが大切で
す。休息を取り、楽しいと思える時間
を少しずつ取り戻していく。その土台
があれば、学校に戻るかどうかにかか
わらず、社会に出たときにも「自分の
人生を楽しもう」と思えるように育って
いくのだと思います。

̶̶休息が終わり始めたサインはあり
ますか？

一つの目安は、子どもが「暇だ」と言
い始めることです。「暇だ」は、エネル
ギーが戻ってきたサインでもあります。
その後、自分なりの方向性ややりたい
ことを見つけ、大きな一歩を踏み出し
ていくことがあります。私自身も、「暇

だな」と思ったときに、取材という手
法に出会いました。取材した方の中に
も、そこから音楽の仕事につながって
いった人や、「ちょっと勉強してみるか」
と思い、高卒認定を取って大学に進
み、科学者になった人がいます。すぐ
に何かを始められるわけではないかも
しれませんが、子どもの内側で少しず
つ動き出す準備が始まっていると見る
ことができます。

̶̶不登校の時期には、子どもの状態
はどのように変化していきますか？

不登校というと、一つの状態がずっと
続くように見えるかもしれませんが、実
際には段階があります。最初は、エネ
ルギーが落ち切っていて、ぐったりして
いることが多い時期です。そこから少
し回復してくると、「元気に学校に行か
ない時間」が出てきます。家の中で元
気に遊んでいる。でも学校には行かな
い。その姿を見ると、親は「こんなに
元気なのに、どうして学校に行かない
の」とピリピリしてしまう。でも、その
時期も回復の過程にあります。
さらに後の時期には、子どもがたくさ
ん話すようになることがあります。私は
それを「言語化の時期」と捉えていま
す。脈絡なく話したり、ときには攻撃
的なことや聞いていて不安になるよう
なことを言ったりする。でも多くの場
合、それは本人の中に渦巻いている
思いや考えを外に出し、整理しようと
している時間です。親はついアドバイ
スしたくなりますが、ただ聞いてもらう
ことが必要な場面もあります。ずっと続
くわけではありません。子どもが自分
の気持ちを消化している時間なのだと
思って、聞き流すことも大切です。

̶̶進路について不安を感じる保護者
も多いと思います。どのように考えれ
ばよいでしょうか？

不登校になった子は、高校に進学でき
るのかと心配される方は多いです。た
だ、高校は今、とても選択肢が広がっ

ています。通信制高校には、年に数日
登校するスタイルもあれば、週1日、
週3日、週5日通うコースもあります。
小中学校では、今ある学校の形に自
分を合わせることが求められやすい。
でも高校からは、自分に合った学びの
スタイルをカスタマイズしていく世界に
なっていきます。そのときに必要なの
は、必ずしも高い学力だけではありま
せん。むしろ、落ち着いた心を取り戻
せていることが大切です。親に責めら
れたり、「勉強ができないからだめだ」
と自分を責め続けたりしていると、たと
え選択肢があっても、どう選べばよい
か分からなくなってしまいます。だから
こそ、まずは心を落ち着けることが大
事だと思います。

̶ 「̶落ち着いた心」とは、どのような
状態ですか？

「足るを知る」という感覚に近いかもし
れません。不登校という状態を受け入
れることも含まれますが、それだけで
はありません。「自分はこういうものが
心地いいんだな」「これをやってみた
いんだな」と、自分の感覚を少しずつ
取り戻していくことです。
学校に戻ることを目標にすること自体
が悪いわけではありません。でも、学
校復帰だけが唯一のゴールになると、
子どもも保護者も苦しくなります。戻る
か戻らないかではなく、その子が安心

を取り戻しているか。自分のペースで
動き出せているか。人とのつながりや
学びを、その子なりに回復していけて
いるか。そうした視点で見ることが大
切です。

̶̶最後に、わが子の不登校と向き
合っている保護者の方へメッセージを
お願いします。

不登校になったとき、「学校に行かな
かったら、この子は本当にどうなるの
だろう」と、本人も保護者もとても心
配になります。私自身もそうでした。
でも、不登校から何十年も経った今、
フリースクールの同窓会で会う人たち
を見ると、みんなしっかり「普通のお
じさん、おばさん」なんです。今、何
に苦しんでいるのかと聞いたら、一番
多かったのは痛風でした（笑）。同じ
薬を飲んでいたりして、本当に普通の
悩みなんですよね。
もちろん、そこに至るまでにはドラマ
チックなことも、大変なこともあります。
でも、長い目で見れば、学校に行か
なかったことだけで人生が決まってしま
うわけではありません。だからこそ、
保護者の方には、少し長い目で見守っ
ていただけたらと思います。今すぐ答
えを出そうとしなくてもいい。具体的な
ピンチが来たときには、そのときに一
緒に考えればいいのです。子どもが安
心して休み、また少しずつ自分の人生
を楽しめるようになること。その土台
を、焦らず支えていくことが大切なの
だと思います。

たった一つの情報に、救われることがある

一番苦しいのは、「学校に行っていない自分はだめだ」と思ってしまうこと
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ける活動をされていますね。
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やはり、自分自身が不登校になった経
験が大きいです。私自身は中学2年生
の冬に不登校になったのですが、遡れ
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く否定できてしまう。そのコンプレック
スこそが、不登校の大きな苦しさにつ
ながっているのだと思います。

̶̶学校に行っていないと、学力や社
会性が身につかないのではないかと心
配する保護者も多いと思います。

その心配はよく聞きます。でも、実際
には学校以外でも学べることはたくさ
んあります。私自身、フリースクール
に通っていた人たちの同窓会で、不登
校から20年、30年経った人たちと話す
機会がありますが、そこでよく出てくる
のは「思っていたほど苦労しなかった」
という言葉です。
もちろん、苦労が全くないわけではあ
りません。就職の入り口で、学歴や経
歴をどう捉えられるかによって苦労する
人もいます。一方で、小中学校の不登
校経験は履歴書に書くものではないの
で、影響がなかったという人もたくさ
んいます。学校に行っていなかった経
験を自分の言葉で語れるようになると、
それがむしろ強みとして働くこともあ
る。だから、不登校がその後の人生に
一律にマイナスになるとは言えません。

̶̶学校以外の場所での学びは、ど
のように育まれていくのでしょうか？

フリースクールなどでよく実践されてい
るのは、本人の興味から学びを広げて
いく方法です。学校では、あらかじめ
指導計画があり、「何を学んでもらうか」
が決められています。一方でフリース
クールでは、本人が楽しく過ごす中で
何を学び、どのように成長しているのか
をスタッフが見つけ、支えていくことが
多いんです。「何をインストールするか」
ではなく、「何がインストールされたの
か」を見る。そんな感覚に近いと思い
ます。だからこそ、生活の中で学んだ
ことに気づき、自覚していくことが大事
な学びになるのです。
例えば料理もそうです。精神的に苦しい
ときは、クッキーやパンづくりのように、
分量や手順がきっちり決まった作業の方
が安心して取り組めることがあります。
でも元気になってくると、お好み焼き
のように、分量も焼き方もある程度「適
当」で大丈夫なものも作れるようにな

る。誰かが「これ食べない」と言えば、
別の人に分ければいい。そうやって
「まあまあ、このくらいで大丈夫」と思
えるようになることは、精神的な成熟
でもあります。正解が一つではない中
で、状況に合わせて調整したり、人と
相談しながら進めたりできるようにな
る。そうした力は、学校以外の場でも
育まれているのだと思います。
実は社会に出ると、そうした力がとて
も大切になります。仕事では、誰も正
解を知らない中でプロジェクトが始まる
ことがたくさんありますよね。不登校や
フリースクールの中で学んだことの方
が、社会に出てから役に立ったと感じ
ることもあるんです。

̶̶子どもが不登校になったとき、保
護者にとって一番大きな苦しさは何だと
思いますか？

保護者にとって大きいのは、「不安」
ではないでしょうか。「この子はこの先
どうなってしまうのだろうか」という不
安が、重くのしかかってくる。しかも、
それを自分の責任のように感じてしまう
んです。子どもが「学校に行きたくな
い」と言ったときに、親が「分かった」
と受け止めた。その一言が、不登校を
確定させてしまったのではないか、引
きこもらせてしまったのではないかと考
えてしまう方もいます。
でも、私自身が不登校を経験して学ん
だことの一つは、「不安は解決できな

い」ということです。不安は、どこま
でいっても想像です。「この子はこの先
困るのではないか」と思っても、まだ
実際には困っていない。実体がないも
のを解決しようとすると、不安は後か
ら後から追いかけてきて、自分を巻き
取ってしまいます。
一方で、ピンチは解決できます。友達
とけんかした。勉強を始めようと思った
けれど学力が足りなかった。そういう
具体的な困りごとが起きたときには、
対処できます。困る前に、困るであろ
うことを先取りしてつぶそうとしても、
準備したことがそのまま役に立つとは
限りません。ピンチは来てから考えて
も、遅くないことがたくさんあるのです。

̶̶とはいえ、やはり子どものことが
心配なのが親というものです。心配か
ら生まれる不安と、どう付き合えばよい
ですか？

まず、自分を責めないことです。私た
ちが生きてきた学校のシステムには、
将来必要になるかもしれないことを先
取りして学ぶ面があります。だから、保
護者が子どもの未来を先取りして不安
になるのは、ある意味自然なことでも
あります。その上で、不安に飲み込ま
れないためにできることは3つあります。
1つ目は、情報を得ること。憶測だけ
で動かないことです。登校していなくて
も、家庭や学校以外の場で学び、大
人になっている人はたくさんいます。

そうした事実を知るだけでも、見通し
は変わります。
2つ目は、同じような立場の仲間に出
会うこと。一人で抱えていると、どうし
ても行き詰まります。学校の先生やカ
ウンセラーには言いにくい、日々の小
さな揺れをこぼせる相手が必要です。
3つ目は、子どもの姿を見ない時間を
つくることです。不安になると、親は
ずっと子どもを見てしまいます。でも、
子どもが休んでいる時期はじっくり休息
を取らせる必要があります。元気に
なって遊べるようになると、今度は「学
校に行かずに遊んでいる」と親がイラ
イラしてしまうこともある。そんなとき
は、自分の用事をつくって外に出る、
短時間でも別の部屋に行くなどして子
どもと少し距離を置くことも、不安と付
き合うためには大切です。

̶̶不登校の初期には、子どもにどの
ような関わりが必要なのでしょうか？

最初の頃は、とにかく休息が大事です。
不登校になり始めた時期の子どもは不
安が強く、うつ病に近いような状態に
なることもあります。その時期に、少し
でも学校との接点をつくろう、学校に
行かせようと働きかけすぎると、なか
なか回復できません。
子どもは信じられないくらいたくさん寝
ることがありますが、それだけ疲れて
いたということです。まずは、思い切っ
て休ませる。そして、できれば勉強で
はなく、たくさん遊べること。ゲームや
YouTubeでもいい。遊ぶ中で、「人生
は楽しい」と感じられることが大切で
す。休息を取り、楽しいと思える時間
を少しずつ取り戻していく。その土台
があれば、学校に戻るかどうかにかか
わらず、社会に出たときにも「自分の
人生を楽しもう」と思えるように育って
いくのだと思います。

̶̶休息が終わり始めたサインはあり
ますか？

一つの目安は、子どもが「暇だ」と言
い始めることです。「暇だ」は、エネル
ギーが戻ってきたサインでもあります。
その後、自分なりの方向性ややりたい
ことを見つけ、大きな一歩を踏み出し
ていくことがあります。私自身も、「暇

だな」と思ったときに、取材という手
法に出会いました。取材した方の中に
も、そこから音楽の仕事につながって
いった人や、「ちょっと勉強してみるか」
と思い、高卒認定を取って大学に進
み、科学者になった人がいます。すぐ
に何かを始められるわけではないかも
しれませんが、子どもの内側で少しず
つ動き出す準備が始まっていると見る
ことができます。

̶̶不登校の時期には、子どもの状態
はどのように変化していきますか？

不登校というと、一つの状態がずっと
続くように見えるかもしれませんが、実
際には段階があります。最初は、エネ
ルギーが落ち切っていて、ぐったりして
いることが多い時期です。そこから少
し回復してくると、「元気に学校に行か
ない時間」が出てきます。家の中で元
気に遊んでいる。でも学校には行かな
い。その姿を見ると、親は「こんなに
元気なのに、どうして学校に行かない
の」とピリピリしてしまう。でも、その
時期も回復の過程にあります。
さらに後の時期には、子どもがたくさ
ん話すようになることがあります。私は
それを「言語化の時期」と捉えていま
す。脈絡なく話したり、ときには攻撃
的なことや聞いていて不安になるよう
なことを言ったりする。でも多くの場
合、それは本人の中に渦巻いている
思いや考えを外に出し、整理しようと
している時間です。親はついアドバイ
スしたくなりますが、ただ聞いてもらう
ことが必要な場面もあります。ずっと続
くわけではありません。子どもが自分
の気持ちを消化している時間なのだと
思って、聞き流すことも大切です。

̶̶進路について不安を感じる保護者
も多いと思います。どのように考えれ
ばよいでしょうか？

不登校になった子は、高校に進学でき
るのかと心配される方は多いです。た
だ、高校は今、とても選択肢が広がっ

ています。通信制高校には、年に数日
登校するスタイルもあれば、週1日、
週3日、週5日通うコースもあります。
小中学校では、今ある学校の形に自
分を合わせることが求められやすい。
でも高校からは、自分に合った学びの
スタイルをカスタマイズしていく世界に
なっていきます。そのときに必要なの
は、必ずしも高い学力だけではありま
せん。むしろ、落ち着いた心を取り戻
せていることが大切です。親に責めら
れたり、「勉強ができないからだめだ」
と自分を責め続けたりしていると、たと
え選択肢があっても、どう選べばよい
か分からなくなってしまいます。だから
こそ、まずは心を落ち着けることが大
事だと思います。

̶ 「̶落ち着いた心」とは、どのような
状態ですか？

「足るを知る」という感覚に近いかもし
れません。不登校という状態を受け入
れることも含まれますが、それだけで
はありません。「自分はこういうものが
心地いいんだな」「これをやってみた
いんだな」と、自分の感覚を少しずつ
取り戻していくことです。
学校に戻ることを目標にすること自体
が悪いわけではありません。でも、学
校復帰だけが唯一のゴールになると、
子どもも保護者も苦しくなります。戻る
か戻らないかではなく、その子が安心

を取り戻しているか。自分のペースで
動き出せているか。人とのつながりや
学びを、その子なりに回復していけて
いるか。そうした視点で見ることが大
切です。

̶̶最後に、わが子の不登校と向き
合っている保護者の方へメッセージを
お願いします。

不登校になったとき、「学校に行かな
かったら、この子は本当にどうなるの
だろう」と、本人も保護者もとても心
配になります。私自身もそうでした。
でも、不登校から何十年も経った今、
フリースクールの同窓会で会う人たち
を見ると、みんなしっかり「普通のお
じさん、おばさん」なんです。今、何
に苦しんでいるのかと聞いたら、一番
多かったのは痛風でした（笑）。同じ
薬を飲んでいたりして、本当に普通の
悩みなんですよね。
もちろん、そこに至るまでにはドラマ
チックなことも、大変なこともあります。
でも、長い目で見れば、学校に行か
なかったことだけで人生が決まってしま
うわけではありません。だからこそ、
保護者の方には、少し長い目で見守っ
ていただけたらと思います。今すぐ答
えを出そうとしなくてもいい。具体的な
ピンチが来たときには、そのときに一
緒に考えればいいのです。子どもが安
心して休み、また少しずつ自分の人生
を楽しめるようになること。その土台
を、焦らず支えていくことが大切なの
だと思います。

学校復帰だけをゴールにせず、
その子に合った学び方を見つけていく

不安は解決できない。ピンチは解決できる
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